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１．病原体・感染経路などについて 

Q1_1. 「エムポックス」とは何ですか？ 

A1_1. ウイルスによる感染症です。発疹、発熱、倦怠感、リンパ節の腫れなどが典型的な症

状です。 

感染から通常 7～14日（短い場合 5日、長い場合 21日のこともある)の潜伏期間（感

染してから症状があらわれるまでの期間）の後、多くは 2～4週間ほど症状が続いた

後自然に回復しますが、稀に重症化することがあります。 

 

なお、エムポックスにはヒトと動物が感染しますが、ここではヒトのエムポックスに

ついて説明しています。 

 

2022 年までは、主に中央アフリカと西アフリカ地域で、動物からヒト、またはヒト

からヒトへの感染が報告されてきました。これらウイルスの常在地域以外では、輸入

感染症例（常在地域からの渡航者や、常在地域から輸入された動物による感染）や、

それらの接触者などでの感染の報告に限られていました。 

 

2022 年 5 月以降、常在地域以外での国際的な流行が 2 回起こっています。常在地域

以外の、日本を含む国や地域から、主にヒトからヒトへの感染と考えられる症例が報

告されています。 

流行状況については、「Q1_3. エムポックスはどこの地域で発生していますか？」

「Q3_2. 日本国内の状況は、どうなっていますか？」をご参照ください。 

 

 

Q1_2. エムポックスウイルスとは何ですか？ 

A1_2. エムポックスウイルスは、オルソポックスウイルス属に分類されるウイルスです。 

オルソポックスウイルス属には天然痘（痘そう）ウイルスなども含まれますが、エム

ポックスウイルスと天然痘ウイルスは別のウイルスです。 

動物とヒトの両方に感染します。主に中央アフリカや西アフリカ地域のげっ歯類（ネ

ズミやリスなどが含まれる動物の分類群）がエムポックスウイルスを保有している

と考えられています。 

 

エムポックスウイルスは、大きく２つのグループに分かれており、中央アフリカに常

在するウイルスがクレード I、西アフリカに常在するウイルスがクレード II と呼ば

れています。 
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詳細は以下のページをご参照ください。 

 

国立感染症研究所 「エムポックスとは」 

 https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/12052-mpox-intro.html  

 

 

Q1_3. エムポックスはどこの地域で発生していますか？ 

A1_3. これまで常在地域以外では、輸入感染症例（常在地域からの渡航者の感染や、常在地

域から輸入された動物による感染）やこれに関連する報告に限られていました。 

2022 年 5 月以降、それ以前から感染が続いてきた常在地域（主に中央アフリカ、西

アフリカ地域）に加え、それまで報告の無かった国や地域で感染が報告されています。 

 

エムポックスウイルスは、大きく２つのグループに分かれており、中央アフリカに常

在するウイルスがクレード I、西アフリカに常在するウイルスがクレード II と呼ば

れています。国や地域によって、感染が報告されているクレードに違いがあります。 

 

〇クレード IIについて 

2022 年 5 月以降のヨーロッパやアメリカ大陸などを中心とした流行では、クレード

IIに属するウイルス（クレード IIb）が主に報告されています。世界的な感染のピー

クは過ぎましたが、一部の国や地域では流行が続いており、日本でも散発的に報告が

あります。 

なお、クレード IIは、クレード Iに比べて重症化しにくいと言われています。 

 

〇クレード Iについて 

2023 年に、コンゴ民主共和国でクレード I による過去最大の感染者数と死亡者数が

報告されました。2024年 7月以降、クレードＩに属するウイルス（クレード Ib）が、

それまで感染の報告がなかった常在地域の東側の国々に広がり始めており、アフリ

カ大陸での人の往来によって、国境を越えた感染が広がることが危惧されています。 

アフリカ以外の地域からは、スウェーデン、タイなどから、渡航歴のある方の感染報

告がありますが、現時点（2024年 10月 3日）ではアフリカ大陸以外でヒトからヒト

への感染の連鎖は報告されていません。 

日本では、クレード Iの感染報告は現時点（2024年 10月 3日）ではありません。 

 

※クレード Ibに属さないクレード Iは、クレード Iaと表記されることがあります。 
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図：クレード別エムポックスウイルスが検出された国・地域（渡航歴のある方を含む）

（2022年 1月 1日～2024年 9月 29日） 
出典：2022-24 Mpox Outbreak: Global Trends. Geneva: World Health Organization, 2024. 

https://worldhealthorg.shinyapps.io/mpx_global/ (最終閲覧日：2024 年 10 月 3 日). 

 

 

発生地域の最新の情報は以下のウェブサイトなどが参考になります。 

 

米国疾病予防管理センター（CDC） 

https://www.cdc.gov/mpox/situation-summary/index.html 

WHO 

https://worldhealthorg.shinyapps.io/mpx_global/  

厚生労働省「エムポックスについて」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou19/monkeypox_00001.html 
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Q1_4. 今回（2024年）の流行は、以前（2022年に）話題になった流行の続きですか？  

A1_4. どちらもエムポックスですが、異なる常在地域で発生していたものによる流行です。 

 

2022年以降のクレード IIの流行は、欧米を中心に、男性間の性的接触による感染の

連鎖が多く報告されてきました。 

一方で、2024年にアフリカ大陸を中心に拡大が懸念されているクレード Iの流行は、

性的接触などの濃厚接触による感染の報告も多くありますが、特定の性別や性的指

向に偏った感染の報告は現時点ではされていません。また、家庭内感染も報告されて

います。現地で収集できる情報に限りがあり、実際のところまだわからないことが多

い状況です。 

 

なお、2022年に流行したクレード IIについても、流行のピークを過ぎて感染者数が

減少しているものの、各国で感染が続いています。 

 

詳細は、「Q1_3. エムポックスはどこの地域で発生していますか？」をご参照くださ

い。 

 

 

Q1_5. なぜこの感染症は「サル痘」と呼ばれていたのですか？  

A1_5. この感染症の原因ウイルスは、1958年に研究用に飼育されていたサルの集団で初め

て確認されたために「サル痘ウイルス」と呼ばれ、その感染症が「サル痘」と呼ばれ

ていました。 

常在する地域では、げっ歯類（ネズミやリスなどが含まれる動物の分類群）がウイル

スを保有していると考えられています。その後、1970 年に初めてヒトでも感染が報

告されました。 

 

WHOは感染症の名称について、差別的な表現などが見られたことを理由として、1年

の移行期間を置いて”monkeypox”から”mpox”へと変更を行うことを 2022年 11月

28日に発表しました。それを受け、日本でも 2023年 5月 26日に「サル痘」から「エ

ムポックス」へと名称が変更されました。ウイルスの名称は引き続き「モンキーポッ

クスウイルス」が使用されていますが、ここでは通称として「エムポックスウイルス」

と表記しています。 
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Q1_6. 動物からヒトに感染しますか？ 

A1_6. エムポックスが常在している中央アフリカや西アフリカ地域では、げっ歯類（ネズミ

やリスなどが含まれる動物の分類群）などの動物からの感染が、主な感染経路として

報告されてきました。 

これらの地域で感染している動物と接触したり、かまれたり、野生動物の肉を調理し

たり、加熱が不十分な状態で食べたりすることで、動物からヒトへ感染する可能性が

あります。 

 

なお、これまで日本国内ではエムポックスに感染した動物の報告はありません。

（2024年 10月 3日時点）。 

 

動物に関する注意事項については、「Q4_5. 動物を飼育していますが、何か注意する

ことはありますか？」「Q4_6. 動物園や動物とのふれあいは避けなければいけません

か？」も参照してください。 

 

 

Q1_7. ヒトからヒトへはどのように感染しますか？ 

A1_7. 感染している方の発疹、カサブタ、体液や血液に触れること、性的な接触（口の中、

肛門、性器との接触を含む）、近距離での対面で飛沫に長時間さらされること、感染

している方の使用した寝具や器具などに触れることなどが、主な感染経路だと考え

られています。 

 

 

Q1_8. 子どもも感染しますか？ 

A1_8. 子どもも感染します。また、子どもでは重症化しやすいことが知られています。 

 

2022 年以降に起こった欧米を中心とした流行では、子どもの感染の報告は限られて

おり、2024年 6月 30日時点で、年齢の情報が得られた方 92,844例のうち、0～17歳

の子どもは 1,161 例（1.3%）でした。 

2023 年以降のアフリカ大陸を中心とした流行では、家庭内感染などによって、報告

された感染者の過半数が子どもである国もあります。 
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２．症状について 

Q2_1. どのような症状がありますか？ 

A2_1. 水ぶくれを伴う発疹に加え、多くの場合、発熱、寒気、倦怠感（だるさ）、リンパ節

の腫れ、頭痛、筋肉痛などの全身の症状があらわれます。 

発疹は、最初は平坦ですが、内部に液体や膿がたまって膨れてくることがあります。

膨れた発疹が萎んだり、潰れた後にはカサブタができ、最終的にはカサブタの下で新

しい皮膚ができた後、カサブタが剥がれ落ちます。 

多くの場合 2～4週間ほど症状が続いた後自然に回復しますが、稀に重症化すること

があります。 

潜伏期間（感染してから症状があらわれるまでの期間）は通常 7～14日（短い場合 5

日、長い場合 21日のこともある)とされています。 

 

中央アフリカや西アフリカなどのエムポックスが常在する地域からは、発熱などの

全身症状が見られ、その後に全身に発疹があらわれる症例が多く報告されています。

一方で、2022年 5月以降の流行では、「発疹が発熱などの全身症状よりも先に見られ

る」「発疹が性器や肛門周辺に限ってあらわれる」「発疹以外の症状を伴わない」など、

これまでに知られていた状況とは異なる症状も報告されています。 

 

皮膚や粘膜の症状については、国立感染症研究所の以下のページをご参照ください。 

 

国立感染症研究所 「エムポックスとは」 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/12052-mpox-intro.html  

 

 

Q2_2. 感染した場合、死亡する可能性はありますか？ 

A2_2. 多くの場合 2～4週間で自然に回復します。ただし、小児、妊婦、免疫不全者などが

感染すると重症化しやすい傾向があります。 

 

エムポックスウイルスは、クレード Iとクレード IIの 2つのグループに分類されて

おり、クレード IIの方が重症化しにくいとされています。 

 

〇クレード IIについて 

エムポックスが常在している地域以外での死亡例は限られていますが、日本でも HIV

感染によって免疫が下がっていた方の死亡例が 1例報告されています。 
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〇クレード Iについて 

2023 年以降に大きな流行が起こっているコンゴ民主共和国では、2023 年の致命率

4.5%、2024年の致命率 3.2%（8月 16日時点）と報告されています。 

なお、致命率などの数字については、日本国内でも同様の水準になるとは限らないこ

とに注意が必要です。例えば、医療へのアクセスが整っていないなど、医療や検査を

受けていない軽症の方が多くなる環境では、症状の重い方に偏って感染が把握され

るため、致命率などの数字が実際よりも高く計算される可能性が高まります。 

 

 

Q2_3. エムポックスを疑う症状があらわれたときは、どうしたらよいですか？ 

A2_3. ご自身にエムポックスの疑いがある症状があらわれた場合で（「Q2_1. どのような症

状がありますか？」を参照してください）、特に以下に当てはまる場合には、医療機

関に「エムポックスの可能性がある」ことを伝えてご相談ください。 

 

・エムポックスに感染している方との接触があった 

・不特定多数との性的接触があった 

・流行国へ渡航し、性的接触があった 

・流行国へ渡航し、病院や家庭などで患者や皮疹のある方との接触があった 

 

なお、医療機関を受診する際には、事前に医療機関に連絡をし、マスクの着用、発疹

部位をガーゼなどでおおうなどの対策をしてください。 

 

また、エムポックスの発疹が完全に治まり、カサブタが落ちるまでの間は、他の方に

感染させてしまう可能性があります。医療機関や保健所の助言に従い、他の人との接

触を避けるようにしてください。 

 

現時点では、ヒトから動物への感染が起こるかどうかは不明なので、哺乳類、特にげ

っ歯類（ネズミやリスなどが含まれる動物の分類群）との接触も避けるようにしてく

ださい。 
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３．国内外の状況について 

Q3_1. 「渡航者の感染であるかどうか」がよく報道されるのはなぜですか？ 

A3_1. 海外で感染した渡航者（やその接触者）がその国で探知されただけなのか、そうでは

ない事例の報告があるのかで、その国での感染リスクが異なります。 

 

海外で感染した方が、国内で探知されただけであれば（その方を起点として感染の連

鎖が起こっていない場合や、接触のあった方が把握できている場合）、国内に病原体

が広まっている可能性が大きく変わるわけではありません。 

渡航者と関連のない感染が把握されたときには、国内で感染の連鎖が起こっている

可能性が高いと考えられます。 

 

 

Q3_2. 日本国内の状況は、どうなっていますか？  

A3_2. 国内の発生状況については、以下のページをご参照ください。 

 

厚生労働省「エムポックスについて」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou19/monkeypox_00001.html 

 

 

Q3_3. 国立感染症研究所はどのような取り組みを行っていますか？ 

A3_3. 国内外の発生例の情報を収集し、症例から得られる知見の収集と分析を進めていま

す。 

 

国立感染症研究所では、以下にエムポックスの情報をまとめています。 

 

国立感染症研究所 「エムポックス」 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/a/mpox.html 
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４．予防について 

Q4_1. 何に気を付けたら良いですか？ 

A4_1. 最新の正確な情報をご確認ください。 

 

国内の発生状況や、エムポックスの詳細については、以下のページをご参照ください。 

厚生労働省「エムポックスについて」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou19/monkeypox_00001.html 

国立感染症研究所 「エムポックス」 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/a/mpox.html 

 

エムポックスは、感染している方の発疹、カサブタ、体液や血液に触れること、性的

な接触（口の中、肛門、性器との接触を含む）、近距離での対面で飛沫に長時間さら

されること、感染している方の使用した寝具や器具などに触れることなどによって

感染が起こる可能性があります。エムポックスに感染している方や感染が疑われる

方とは、上記の接触を避けるようにしてください。 

 

〇エムポックスが流行している国・地域に渡航する場合 

上記に加えて、以下のウェブサイトなども参考に、最新の発生状況にご注意ください。 

厚生労働省検疫所 

https://www.forth.go.jp/topics/fragment1.html 

外務省 海外安全ホームページ 

https://www.anzen.mofa.go.jp 

米国疾病管理予防センター（CDC） 

https://www.cdc.gov/mpox/situation-summary/index.html 

世界保健機関（WHO） 

https://www.who.int/health-topics/mpox#tab=tab_1 

 

〇エムポックスが常在する国や地域（主に中央アフリカ、西アフリカ地域）に渡航す

る場合 

現地では、野生動物、特にげっ歯類（ネズミやリスなどが含まれる動物の分類群） と

の接触を避けてください。加熱が十分でない動物の肉を食べることも、避けてくださ

い。これらの国や地域は、動物がエムポックスウイルスを保有していることが知られ

ています。  
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Q4_2. 同居する家族がエムポックスに感染してしまったら、家庭内で感染を広げないため

に、何に気を付けたら良いですか？ 

A4_2. 同居する家族などがエムポックスと診断された場合には、以下の点に注意してくだ

さい。 

 

・直接の接触について 

エムポックスに感染している方の顔や肌に直接触れないようにしてください。 

・共有を避けた方が良いもの 

エムポックスに感染している方との食器や寝具、タオルなどの共有、食べ物の口
移しなどは避けてください。 

・洗濯について 

エムポックスに感染している方が使ったリネンや衣類などは、直接触らないよう
に使い捨て手袋をして扱い、洗濯機に入れてください。扱う際や運ぶ際には、換
気をし、払ったりはせずにそっとポリ袋などの容器に入れてください。石けんや
洗剤を使った洗濯をすれば、リネンや衣類などは再利用可能です。リネンや衣類
などを扱った後は、手袋をぬぎ、その後手指衛生（流水と石けんによる手洗い、
又は擦式アルコール性手指消毒薬での消毒）を行ってください。 
なお、世界保健機関（WHO）では、洗濯の際には 60度以上の温かい水の使用が推
奨されています。 

・掃除について 

ベッド、トイレ、エムポックスに感染している方が接触した場所（家具や床など）
は、換気をし、使い捨て手袋をして掃除し、その後消毒薬で拭いてください。作
業の後には、手袋をぬぎ、その後石けんを使ってよく手を洗ってください。 

・食器などの洗浄について 

エムポックスに感染している方が使用した食器類や調理器具類については、石け
んや洗剤を使って洗浄したあと、再利用可能です。 

 

 

Q4_3. エムポックスにワクチンはありますか？ 

A4_3. 天然痘ワクチンにはエムポックスの予防効果があると考えられています。 

現時点では、国内でエムポックスの予防を目的とした接種は一般的には行われてい

ませんが、エムポックスに感染している方との接触者を対象とした臨床研究での接

種が実施されています。 

 

なお、天然痘ワクチンは、天然痘が撲滅された現在では通常は接種されておらず、日

本の 1976年生まれよりも若い世代は、天然痘ワクチンの接種歴がありません。 
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Q4_4. 天然痘ワクチンを打った世代であれば、エムポックスの感染は心配要りませんか？ 

A4_4. 欧州の調査で、幼少期に天然痘ワクチンを接種した方がある程度の免疫力を保有し

ている可能性を示す結果がありますが、結果に個人差が大きく、十分な知見が集まっ

てはいない段階です。 

また、ワクチンには感染や発症のリスクを下げることが期待できますが、ワクチンの

効果だけで 100%の感染予防が期待できるものではないことにも注意が必要です。 

 

 

Q4_5. 動物を飼育していますが、何か注意することはありますか？ 

A4_5. エムポックスに限らず、動物からヒトに感染するその他の病気（動物由来感染症）の

予防のため、動物との過度なふれあいを避けることや、手洗いの実施などの基本的な

衛生対策を普段から心がけてください。 

また、ご自身にエムポックスの疑いがある症状（「Q2_1. どのような症状がありま

すか？」を参照してください）が出ている場合は、飼育している哺乳類、特にげっ歯

類（ネズミやリスなどが含まれる動物の分類群）との接触はできるだけ避けてくださ

い。 

 

 

Q4_6. 動物園や動物とのふれあいは避けなければいけませんか？ 

A4_6. エムポックスが常在する国や地域（主に中央アフリカ、西アフリカ地域）に渡航する

際には、野生動物との接触を避けてください。 

 

また、ご自身にエムポックスの疑いがある症状が出ている場合は、哺乳類、特にげっ

歯類（ネズミやリスなどが含まれる動物の分類群）との接触はできるだけ避けてくだ

さい。 
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５．治療、検査、調査などについて 

Q5_1. 治療方法はありますか？ 

A5_1. 症状に応じた治療が行われます。多くの場合は、発症から 2～4 週間で回復します。 

小児、妊婦、免疫が低下している方などで重症化することがあります。 

なお、欧州・米国等で承認されている治療薬は日本国内で流通していませんが、臨床

研究でエムポックスの患者を対象に投与出来る体制が構築されています。 

 

 

Q5_2. 医療機関を受診して、エムポックスの感染が疑われる場合、どんな検査を受けること

になりますか？ 

A5_2. 医療機関で、発疹などの病変部位から検査検体を採取し、地方衛生研究所や国立感染

症研究所でエムポックスウイルスの検査（PCR）を行います。 

 

 

Q5_3. エムポックスの疑いで医療機関を受診した場合や、入院した場合、費用が掛かります

か？ 

A5_3. 一般的な保険診療として、診察、検査、治療、入院などに関する費用が、自己負担の

割合に応じて発生します。 

 

 

Q5_4. エムポックスのグループ（クレード）の違いで、検査や治療の仕方は変わりますか？ 

A5_4. 国立感染症研究所が公開している診断法で、クレードの違いによらず検出できるこ

とが確認されています。 

 

治療薬、ワクチンに関しては、2022年以降に世界的に流行したクレード IIでの知見

から、クレード Iにも効果が期待されていますが、現時点では情報の収集が求められ

ている段階です。 

 

 

■ 協力： 感染症コミュニケーション円卓会議* 

* 主に HIV領域で活動する CBO（コミュニティに根差して活動する民間団体: community-based 

organization）と、行政、研究・医療機関が対等な立場で協働する会議。専門的知見、流行

状況、人々の危機意識、課題、誤解などの情報を共有し、正しさと伝わりやすさの両立、誤

解やスティグマの低減などを企図して、啓発資料の作成や情報発信を行っている。 

参加団体・機関： akta、ぷれいす東京、MASH 大阪、国立感染症研究所、国立国際医療研究

センター、厚生労働省、東京都 



 

 

 

 

複数国で報告されているエムポックス Q＆A （第 2 版） 2024 年 10 月 4 日 

©National Institute of Infectious Diseases, Tokyo, Japan, 2024.  

 

 15 / 17 
 

■ 参考文献 

 

Africa CDC. (2024). Africa CDC Epidemic Intelligence Weekly Report, 16 September 

2024 

https://africacdc.org/download/africa-cdc-weekly-event-based-surveillance-

report-september-2024/ 

 

Bunge et al. (2022). The changing epidemiology of human monkeypox—A potential 

threat? A systematic review 

https://journals.plos.org/plosntds/article?id=10.1371/journal.pntd.0010141#pntd.

0010141.s005 

  

Colombe S. et al. (2024). Effectiveness of historical smallpox vaccination against 

mpox clade II in men in Denmark, France, the Netherlands and Spain, 2022 

https://www.eurosurveillance.org/content/10.2807/1560-7917.ES.2024.29.34.2400139 

 

ECDC. (2022). Rapid Risk Assessment: Monkeypox multi-country outbreak 

https://www.ecdc.europa.eu/sites/default/files/documents/Monkeypox-multi-

country-outbreak.pdf 

 

ECDC. (2024). Rapid scientific advice on public health measures for mpox (2024) 

https://www.ecdc.europa.eu/en/infectious-disease-topics/mpox/rapid-scientific-

advice-public-health-measures-mpox-2024 

 

ECDC. (2024). Epidemiological update, week 37/2024: Mpox due to monkeypox virus 

clade I 

https://www.ecdc.europa.eu/en/news-events/mpox-monkeypox-epidemiological-update-

week-37-2024 

 

J. Isidro et al. (2022). Phylogenomic characterization and signs of microevolution 

in the 2022 multi-country outbreak of monkeypox virus 

https://www.nature.com/articles/s41591-022-01907-y 

 

厚生労働省. エムポックスについて（最終閲覧日:2024年 9月 26日） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou19/monkeypox_00001.html 



 

 

 

 

複数国で報告されているエムポックス Q＆A （第 2 版） 2024 年 10 月 4 日 

©National Institute of Infectious Diseases, Tokyo, Japan, 2024.  

 

 16 / 17 
 

厚生労働省検疫所. (2016). サル痘について （ファクトシート）  

https://www.forth.go.jp/moreinfo/topics/2016/12121125.html 

 

国立感染症研究所. (2022). エムポックスとは 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/408-monkeypox-intro.html 

 

国立感染症研究所. (2022). エムポックス患者とエムポックス疑い例への感染予防策 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/monkeypox-m/2595-cfeir/11196-monkeypox-01.html 

 

国立感染症研究所. (2024). 病原体検出マニュアル エムポックスウイルス 第 4版 

https://www.niid.go.jp/niid/images/lab-manual/mpox20230531.pdf  

 

国立感染症研究所. (2024). アフリカ大陸におけるクレード Iによるエムポックスの流行

について（第 2報） 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/monkeypox-m/2596-cepr/12834-mpox-ra-0822.html 

 

Minhaj, F. S. et al. (2022). Monkeypox outbreak—nine states, May 2022. 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC9181052/ 

 

Nextstain. Genomic epidemiology of mpox viruses across clades（最終閲覧日:2024年

10月 3日） 

https://nextstrain.org/mpox/all-clades 

 

WHO. (2022). Meeting of the International Health Regulations (2005) Emergency 

Committee regarding the multi-country monkeypox outbreak 

https://www.who.int/news/item/25-06-2022-meeting-of-the-international-health-

regulations-(2005)-emergency-committee--regarding-the-multi-country-monkeypox-

outbreak 

 

WHO. (2024). WHO Director-General declares mpox outbreak a public health emergency 

of international concern 

https://www.who.int/news/item/14-08-2024-who-director-general-declares-mpox-

outbreak-a-public-health-emergency-of-international-concern 

 

  

https://www/
https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/408-monkeypox-intro.html


 

 

 

 

複数国で報告されているエムポックス Q＆A （第 2 版） 2024 年 10 月 4 日 

©National Institute of Infectious Diseases, Tokyo, Japan, 2024.  

 

 17 / 17 
 

WHO. (2024). Multi-country outbreak of mpox, External situation report#35- 12 

August 2024 

https://www.who.int/publications/m/item/multi-country-outbreak-of-mpox--

external-situation-report-35--12-august-2024 

 

WHO. (2024). Multi-country outbreak of mpox, External situation repor #38 - 28 

September 2024 

https://www.who.int/publications/m/item/multi-country-outbreak-of-mpox--

external-situation-report--38---28-september-2024 

 

WHO. Mpox（最終閲覧日：2024年 10月 3日） 

https://www.who.int/news-room/questions-and-answers/item/monkeypox 

 

WHO. 2022-24 Mpox (Monkeypox) Outbreak: Global Trends （最終閲覧日：2024年 10月 3

日） 

https://worldhealthorg.shinyapps.io/mpx_global/#2_Global_situation_update  

 

 

■ 更新履歴 

2024年 10月 4日 クレード Iについての記述を追記、疫学等を更新 

2023年 5月 26日 改正政令により名称が「サル痘」から「エムポックス」に変更された

ことに伴い、一部修正 


